
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和7年3月11日（火）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：金井　優樹
	赤坂
	金井
	坂本
	藤原
	川守田
	城内
	佐藤
	菊地
	上野（夢）
	竹ヶ原

	〇
	〇
	深
	休
	休
	準
	休
	深
	　〇
	休

	永瀬
	田浦
	橘（茉）
	坂澤
	矢幅
	橋本
	木村
	馬場
	春日
	

	傷病
	準
	休
	年
	〇
	外来
	休
	　深
	遅B
	

	奥寺
	織田
	久保
	細海
	上野（由）
	
	

	
	
	

	〇
	〇
	準
	〇
	〇
	
	　
	
	
	



＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【部屋移動】
・三浦　みよ子様～東病棟Aユニット9号室→東病棟Aユニット11号室
・井畑　ミツ様～東病棟Cユニット6号室→東病棟合併症室

【入院】
・西舘　ミネ様～東病棟合併症室
・新坂　ニガ様～東病棟Cユニット6号室

＜患者様連絡事項＞
・伊藤　宏美様～船場Dr.内科診察にて、腹部エコー検査を実施。腹水の貯留は無く、肝臓も肝硬変手前で踏みとどまっている状態であり、現状を維持する為にも断酒が重要であることを本人へ説明行っている。上肢体幹の湿疹に対してフェキソフェナジン処方となる。

・西舘　ミネ様～持参薬無し。臨時薬７日分処方となり、血糖測定朝１検の指示。

・田中　仁貴様～措置解除面接実施。入院後の様子や服薬状況について説明行っている。予定通り21日退院で転院の予定となる。

・佐伯　るり子様～主治医診察にて、今後の退院先など検討し家族面談設定の指示あり。主治医より3/20　15：00で調整連絡行うが、長女様20日は外出で都合が悪いとのこと。後日、再調整し連絡行う事とする。現在の状態で入所できそうな施設について選定を西舘PSWに依頼している。退院まで長引くようであれば、西病棟への移動許可あり。

[bookmark: _GoBack]・中村　豊様～主治医診察行い、本日で治験終了となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中、自室内から出て来る事無く終了している。自室内では脱衣行為あり。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。10:00～16:00の開放観察実施。開放観察中妄想発言聞かれるが不穏、興奮なく対面時スタッフ対応も落ち着いている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・三浦　みよ子様～終日隔離中。開放観察中、高笑いや他者への話し掛けはあるが、トラブルや逸脱行為はなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜柞木田Dr診察情報＞
・磯島　茜様～精神症状安定していることから終日隔離終了となる。

・田村　智美様～臨時薬ペロスピロン塩酸塩錠(24)→(16)に減薬となる。

・滝田　英人様～臨時薬バルサルタン錠(40)0.5T追加処方となる。

＜新入院患者様情報①＞
　日　　時：令和7年3月11日　13：00
　氏　　名：西舘　ミネ様
　生年月日：昭和25年5月18日(74歳)
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：小柳Dr（サポート医：深澤Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　R6年11月に次女が住む八戸市に転居する事となるが、同年10月頃より転居予定の風呂場（中古）の汚れを酷く気にして、「風呂場が怖い」と話すようになり、風呂場の汚れに執着し、風呂に入れないから化粧もしないと述べ整容も行えなくなった。周囲にも「怖い」と話し外に出る事が出来なくなり、ほぼ家に引きこもっている状態。症状について家族が話をすると、パニックとなり癇癪を起こし、手足をばたつかせ泣きわめく事があった。親戚と相続の話で揉めた際も癇癪を起こし、「おいらせの家に戻りたい。そこで首を吊って死にたい。誰にも見つからずに死ねるから」との発言も聞かれていた。以降も、娘らが心配して訪問時悲観的な発言が聞かれている。R7.1月に当院へ家族様が鑑別診断治療希望にてR7.1.23当院初診。薬物療法開始している。服薬開始後も自身で薬を調整し服薬しており、妄想発言も継続してみられていることから十分な治療が難しいことから主治医より入院治療を提案され、家族も同意したことから2.27入院の予定としていたが、当日本人の拒否が強く家族が本人を連れての来院ができず。再度日程調整を行い高齢者支援センターの協力も得て、本日来院。薬物調整での症状改善目的にて、東病棟合併症室へ医療保護入院となる。


＜新入院患者様情報②＞
　日　　時：令和7年3月11日　15：30
　氏　　名：新坂　ニガ様
　生年月日：昭和16年3月30日(83歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Ｄｒ
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　現在グループホーム「せせらぎ荘」入所中。R1.12.30よりせせらぎ荘入所中。ユニットは軽度の方に入所している。R5年頃より易怒性が強くなり、主に特定の他入居に対して「バガ」「アホ」等の暴言がある。徐々に症状悪化し、職員が間に入っても制しても耳を貸さない。また、物盗られ妄想やないものを「あった」と話す等妄想も強い。右麻痺あり車椅子使用。夜間不眠もあり南部町医療センターよりレンドルミンやクエチアピンを処方され睡眠については改善傾向。家族より、入居を維持できるように易怒性の改善希望あり。その後三戸中央病院内科へ受診しリスパダールやパッチ剤処方となるが、服薬開始後徐々に食事を摂らず覚醒状態不良となったため処方中止。その後令和7年1月からはトイレの回数が増え、1日60回～80回トイレ通いし、実際に排尿があるのは3分の1程度。泌尿器科に受診したが問題ないと言われていた。施設の夜勤帯は職員が一名体制のため、本人のケアにあたると他利用者の介助ができない状態である。また以前のような暴言等は軽減しているが利用者を睨む等の行為は未だ続いていることから症状改善目的にて入院治療希望され、3.11東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
